
国内文献リスト（２３文献）
１

和文標題：肝臓原発血管肉腫の2例

著者名：河野克俊, 吉田光, 長田修一郎, 久米村寛人, 坂田研二, 野口和典 (大牟田市総合病院 消化器科), 前原聖子, 奥雄一郎, 高田和英, 境研二 (大牟田市総合病院 内科), 富安信夫 (大牟田市総合病院 がん診療部), 堀内彦之 (大牟田市総合病院 外科), 荒川正博 (大牟田市総合病院 病理)

資料名：肝臓

巻号ページ(発行年月日)：Vol.48, No.Supplement 3, Page.A633 (2007.11.05)

２

和文標題：塩化ビニル製造労働者における死亡リスクに関するコホート研究

著者名：毛利一平 (産業医学総合研)

資料名：産業衛生学雑誌

巻号ページ(発行年月日)：Vol.46, 臨時増刊号, Page.384 (2004.03.20)

３

和文標題：自然破壊し,緊急TAEならびに待機手術を行った肝血管肉腫の一例

著者名：藤原敬人, 山崎国男, 内藤彰 (新潟県中央病院 内科), 青野高志, 皆川昌広, 原義明 (新潟県中央病院 外科), 湯川貴男, 高木聡 (新潟県中央病院 放射線科), 酒井剛 (新潟県中央病院 病理)

資料名：新潟医学会雑誌 CODEN：NIGZAY

巻号ページ(発行年月日)：Vol.117, No.11, Page.652-653 (2003.11.10)

４

和文標題：塩化ビニルモノマーの使用開始後50年後に発症した肝血管肉腫の1例

著者名：志賀智子, 斎藤明子, 徳重克年, 田原純子, 春山航一, 成冨琢磨, 長原光, 林直諒 (東京女医大 医 消化器内科), 池田郁雄 (東京女医大 第2病理)

資料名：肝臓

巻号ページ(発行年月日)：Vol.44, No.8, Page.407-414 (2003.08.25) 写図表参：写図7, 表2, 参30

５

和文標題：塩化ビニルモノマに22年間曝露されたことによる肝臓血管肉腫

著者名：MOSZCZYNSKI P, MOSZCZYNSKI P JR, ZABINSKI Z, RUTOWSKI J

資料名：J Occup Health

巻号ページ(発行年月日)：Vol.40, No.2, Page.158-160 (1998.04) 写図表参：写図1, 表2, 参17

６

和文標題：中国における職業性腫ようの疫学調査研究

著者名：CAI S X (Chinese Acad. Preventive Medicine)

資料名：日本災害医学会会誌 CODEN：NSIKA

巻号ページ(発行年月日)：Vol.46, No.3, Page.153-160 (1998.03) 写図表参：参41

７

和文標題：健康影響評価検討会有機塩素化合物･炭化水素類評価作業小委員会報告について

著者名：環境庁 大気保全局

資料名：大気環境学会誌 CODEN：TKGAFA

巻号ページ(発行年月日)：Vol.31, No.3, Page.A35-A57 (1996.05) 写図表参：表7, 参111

８

和文標題：大気汚染質のレビュー 平成7年度 有機塩素系化合物および炭化水素類の生体影響 塩化ビニルモノマー (環境庁大気保全局S)

著者名：科学技術情報セ

資料名：大気汚染質のレビュー 平成7年度 有機塩素系化合物および炭化水素類の生体影響 303

巻号ページ(発行年月日)：Page.80-83 (1995) 写図表参：参9
９
和文標題：塩化ビニルモノマーによる肝血管肉腫  2症例と追跡検診に基づく診断法の再検討

著者名：真野博, 村瀬賢一, 青井恒人, 福村亮, 花之内基夫 (中部労災病院), 稲垣孝雄 (愛知医大), 林久男, 坂本信夫 (名古屋大 医)

資料名：日本災害医学会会誌 CODEN：NSIKA

巻号ページ(発行年月日)：Vol.36, No.9, Page.686-693 (1988.09) 写図表参：写図8, 表2, 参12

１０
和文標題：塩化ビニルモノマー曝露労働者にみられる肝血管肉腫

著者名：藤沢きよし (東京慈恵会医大)

資料名：日本災害医学会会誌 CODEN：NSIKA

巻号ページ(発行年月日)：Vol.36, No.5, Page.366-373 (1988.05) 写図表参：写図5, 表8, 参11

１１
和文標題：原発性肝癌の成因論

著者名：元雄良治, 小林健一, 服部信 (金沢大 医)

資料名：日本臨床

巻号ページ(発行年月日)：Vol.46, No.'88, 増刊 下, Page.54-59 (1988.06.20) 写図表参：写図5, 参21

１２
和文標題：塩化ビニルで誘発される肝血管肉腫

著者名：FALK H (Centers for Disease Control, GA, USA)

資料名：Proc Int Symp Princess Takamatsu Cancer Res Fund 

巻号ページ(発行年月日)：Vol.18th(1987), Page.39-46 (1988) 写図表参：表3, 参17

１３
和文標題：塩ビモノマーと肝血管肉腫  われわれの事例から

著者名：福村亮 (中部労災病院)

資料名：労働の科学

巻号ページ(発行年月日)：Vol.42, No.8, Page.26-29 (1987.08) 写図表参：参4

１４
和文標題：塩ビモノマー重合槽清掃者にみられた肝血管肉腫の1例

著者名：福村亮, 真野博, 樋口知之, 村瀬賢一, 城所龍一, 青井恒人, 花之内基夫, 長谷川敬彦 (中部労災病院)

資料名：日本災害医学会会誌 CODEN：NSIKA

巻号ページ(発行年月日)：Vol.34, No.12, Page.976-982 (1986.12) 写図表参：写図4, 表7, 参16

１５
和文標題：中毒性肝障害  中毒性肝障害の推移 II  肝しゅようの発生

著者名：谷川久一, 安倍弘彦 (久留米大医), 池崎英文, 上田俊明 (国立久留米病院)

資料名：日本臨床

巻号ページ(発行年月日)：Vol.43, No.6, Page.1221-1225 (1985.06) 写図表参：写図4, 表1, 参14

１６
和文標題：塩化ビニルモノマー重合作業者にみられた多発性骨髄しゅの1例

著者名：榊原文彦, 河村孝彦, 福村亮 (中部労災病院)

資料名：日本災害医学会会誌 CODEN：NSIKA

巻号ページ(発行年月日)：Vol.32, No.10, Page.737-740 (1984.10) 写図表参：写図4, 表1, 参9

１７
和文標題：日本における塩化ビニル作業員の死亡率

著者名：NAKAMURA K (National Inst. Industrial Health, Kawasaki)

資料名：J UOEH Occup Environ Health

巻号ページ(発行年月日)：Vol.5, No.Suppl, Page.49-57 (1983.03.20) 写図表参：表5, 参11

１８
和文標題：塩化ビニル作業員の肝疾患および肝血管肉しゅの確認  流行病学的アプローチ

著者名：TAMBURRO C H, CREECH J L JR (Univ. Louisville, Kentucky)

資料名：J UOEH Occup Environ Health

巻号ページ(発行年月日)：Vol.5, No.Suppl, Page.37-48 (1983.03.20) 写図表参：写図3, 表1, 参22

１９
和文標題：塩化ビニル製造労働者の死因に関する疫学的研究

著者名：海老原勇 (労働科研労働衛生学研究部)

資料名：労働科学 CODEN：ROKAAV

巻号ページ(発行年月日)：Vol.58, No.8, Page.383-389 (1982.08) 写図表参：表4, 参21

２０
和文標題：トロトラスト･塩化ビニール･たん白同化ホルモン･経口避妊薬と肝しゅよう

著者名：小林健一 (金沢大医)

資料名：内科Mook 

巻号ページ(発行年月日)：No.18, Page.66-73 (1982.05) 写図表参：写図7, 表1, 参22

２１
和文標題：塩化ビニルモノマーに起因する肝線維症と血管しゅ性肉しゅについて
著者名：OKUDAIRA M (Kitasato Univ., Sagamihara)

資料名：J UOEH Occup Environ Health

巻号ページ(発行年月日)：Vol.4, No.Suppl, Page.135-146 (1982.03.20) 写図表参：写図7, 表3, 参18

２２
和文標題：塩化ビニールモノマー曝露との関連が示唆された肝細胞癌の1例

著者名：蒔田修, 小野研, 桜井俊孝, 谷川尚, 安藤好久, 山下兼一, 吉松正明 (都城市郡医師会病院), 高橋睦正 (熊本大 医)

資料名：日本消化器病学会雑誌 CODEN：NIPAA

巻号ページ(発行年月日)：Vol.94, No.3, Page.215-219 (1997.03) 写図表参：写図4, 表1, 参11
２３

和文標題：塩化ビニルが発癌に関与したと思われる肝細胞癌２症例の検討

著者名：矢吹公平、岡本栄三、豊坂昭弘、山中若樹、中井謙之、吉村純、安井智明

資料名：肝臓

巻号ページ：27巻12号（1986）, 139:1803

